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札幌市立高校教育改革方針（案） 【概要版】 

１ 札幌市立高校教育改革方針の策定について 

【方針策定の背景・趣旨】 

 ■背景１～市民ニーズへの対応 

・生徒の能力や適性、障がい等により必要となる特別な支援など、多様化する生徒のニーズへの対応が必要と

なっています。

 ■背景２～急速な社会情勢の変化と中学校卒業者の減少 

・生産年齢人口の急減やグローバル化の進展等、変化の激しい社会を生きる力を育成する必要があります。 

・札幌市内の中学校卒業者数は年々減少し、今後も引き続き減少する見込みであり、これまでと同様に、北海

道教育委員会と協調し、市立高校の学校規模の適正化（学級削減）を図る必要があります。 

 ■背景３～国の動向（学習指導要領の改訂など） 

・文部科学省では、社会情勢の変化等を踏まえ、高校教育・大学教育・大学入学者選抜の一体的改革を進める

とともに、次期高等学校学習指導要領（平成34年度から実施予定）で、「アクティブ・ラーニング」の視

点と「カリキュラム・マネジメント」の視点から、抜本的な教育改善を図ることとしています。

 ■策定の趣旨 

・これらの背景を踏まえ、生涯をたくましく生きていく力を育成するために、市立高校の教育内容の充実を図

るとともに、少子化に伴う高校進学者数の減少期における市立高校の在り方を示します。 

【方針の位置付け】 

 ・札幌市の教育に関する施策を総合的に示す「札幌市教育振興基本計画」に基づき、今後の教育の在り方など、

市立高校における教育改革の方向性を具体的に示すもので、札幌市教育委員会が所管する市立の高等学校及

び中等教育学校を対象とします。 

【方針の構成と計画期間】 

 (1) 札幌市立高校教育改革ビジョン 

・今後10年間を見据えた基本理念

・期間：平成29年度～38年度

 (2) 札幌市立高校教育改革実行プラン（第1期・第2期） 

・5年間で取り組む施策や事業・取組

・期間：（第1期）平成29年度～33年度

・期間：（第2期）平成34年度～38年度 

札幌市立高校教育改革方針

札幌市立高校教育改革方針【平成29～38年度】

●市立高校の教育改革が目指す生徒像、市立高校の将来像

 ●目指す生徒像などを実現するための基本的方向性

札幌市立高校教育改革実行プラン（第1期）【平成29～33年度】

●5年間で取り組む施策及び事業・取組

資料 3 
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２ 札幌市立高校における教育の成果と課題 

【これまでの取組及び成果と課題】 

(1) 特色ある制度の導入 

  ・多様な選択肢を提供し、生徒の個性を伸ばすため、様々な特色ある制度を導入。

(2) 市立高校の共通の取組 

  ・将来の生き方や進路を考える「進路探究学習」、悩みの克服や自己確立を支援する「学校教育相談体制」の充

実のほか、グローバル化や情報化に対応する「国際理解教育」や「情報教育」を実施。

成 果 

≪生徒向けアンケート調査の結果など≫

・市立高校の教育内容への満足度は高い。教育改革の取組は一定の効果を上げている。 

 「高校の学習が主体的に学ぶ力を伸ばすことに効果があるとする生徒の割合」や「卒業後の進学先の

選択で重視した観点を『興味関心のある分野』とした生徒の割合」などが高くなっている。

課 題 

①生涯にわたって活用できる力の育成と多様な学習ニーズへの対応

・「主体的に学習に取り組む態度」「思考力・判断力・表現力」「基礎的な知識・技能」の育成 

・多様な学習ニーズへの対応のため、各学校の特色や共通取組の更なる充実・発展

②地域や企業、大学等との連携・協働による教育活動

・職業観や勤労観の確立による社会への円滑な移行を図るため、地域等との連携 

・主体的な地域貢献の意識を醸成するため、地域とつながる教育活動の展開

③学校の特色ある取組の情報発信

・各校の特色ある取組の周知が不十分。高校の選択理由として中学校の成績が優先される状況 

④学校の負担軽減

・特色ある取組の充実・発展に伴って、教員が負っている負担を軽減する仕組み

≪特色ある制度の導入≫ 

≪市立高校の入試出願倍率の推移≫ 

≪市立高校の満足度≫市立高校教育改革の生徒ｱﾝｹｰﾄ調査結果（Ｈ28実施）より

注）割合は、「とてもそう思う」と「まあそう思う」と回答した生徒の合計

≪市立高校生の卒業後の進路（Ｈ27卒業生）≫ 

※札幌市立（全日制）の「その他」には予備校等入学者が多く、大通高校の「その他」

には進学も就職もしないまま卒業した者が多い。 

学校名 特色ある学習活動 

旭丘高校 単位制の導入 

新川高校 フロンティア・エリア制の導入 

開成高校 コズモサイエンス科の開設 （H29.3 閉校）

平岸高校 デザインアートコースの導入 

清田高校 グローバルコースの導入 

藻岩高校 環境を柱とした学習活動の展開 

啓北商業 未来商学科の開設 

大通高校 単位制・3部制の定時制高校として開校 

開成中等
教育学校

国際バカロレアを活用した課題探究的な学

習を展開する中高一貫教育校として開校 

項 目 割 合 

高校での教育内容は、全体的に
満足のいくものだ 

【満足いくもの】 79.4％

高校での学習は、主体的に学ぶ
力を伸ばすことに効果がある 

【効果がある】 77.0％

自分の高校には、他の学校には

ない特徴や個性がある 
【特徴や個性がある】 79.5％

高校卒業後の進学先を選択した
際に重視した観点 

【興味・関心のある学問分野】

【学力（偏差値）】

【将来の就職に有利】

91.9％

71.9％

78.8％

学校の教育相談体制（仕組み）
は整っている 

【整っている】 79.3％ 

Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28

札幌市立

全日制 

1.10

～1.52

1.13

～1.61

1.04

～1.62

1.10

～1.45

1.10

～1.77

大通高校 1.40 1.33 1.62 1.20 1.43

札幌市内

北海道立
全日制 

0.96

～1.49

1.00

～1.54

0.93

～1.49

0.91

～1.69

0.93

～1.51

大学等
進学者

就職者
専修学校
進学者 

その他※ 合 計 

札幌市立
全日制

人数 1,421人 78 人 328 人 300 人 2,127人

比率 66.8％ 3.7％ 15.4％ 14.1％ 100.0％

大通高校
人数 55 人 50 人 58 人 64 人 227人

比率 24.2％ 22.0％ 25.6％ 28.2％ 100.0％

【参考】
北海道内
公立高校

人数 18,455人 10,001人 10,344人 4,767人 43,567人

比率 42.4％ 23.0％ 23.7％ 10.9％ 100.0％
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３ 札幌市立高校教育改革ビジョン 

 今後 10年間で市立高校の教育改革が「目指す生徒像」と「市立高校の将来像」を次のとおり掲げ、その実現

のため、3つの基本的方向性に沿って教育改革の取組を進めます。

目指す生徒像 

●夢や希望の実現に向かって、主体的に学び、探究する生徒 

●個性や多様性への寛容さを持ち、他者と協働し、新しい価値を創造する生徒 

●積極的に社会と関わり貢献する生徒 

市立高校の将来像 

●生徒の主体的で探究的な学びを促す、魅力ある学びの場 

●様々な差異を越えて、多様な生徒が共に学び、支え合い、成長することができる学びの場 

●地域、企業など社会との関わりを通して成長できる、社会に開かれた学びの場 

基本的方向性 

１ 生徒の個性や能力を伸ばす質の高い教育の充実

 ・主体性を持って他者と協働して学ぶ態度、思考力・判断力・表現力、基礎的な知識・技能の育成 

・生徒の多様な教育的ニーズへの対応、生徒の個性や優れた能力の伸長

２ 社会に開かれた教育活動の推進

 ・地域や企業、大学等との連携・協働による、社会に開かれ、社会とつながる学校づくりの推進

３ 学校の取組を支える仕組みの構築

 ・広報活動の充実や地域・企業など外部との相互連携を進める仕組みづくり

≪目標実現に向けた施策の展開≫ 

・多様な教育プログラムの提供 

・学校間連携・授業連携の推進 

・学習成果を発表する機会の設定 

・学校教育相談体制の充実 

・学校の取組を支援する組織体制の整備 
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ビジョンに掲げた三つの基本的方向性に基づき、今後５年間で取り組む教育改革に係る基本施策、施策等を設

定しました。（※   は、実行プラン（第1期）の重点項目） 

（１）生涯にわたって活用できる

   力の育成 

①
基礎的な知識・技能の習得と活かす力や主体

性・協働性を育む学びの充実 

●教育課程の改善、教科別研究協議会の充実

（２）各学校の特色化の充実 

① 多様な特色ある教育プログラムの提供 

●既存の専門学科・コースの充実、新たな専門学科・ 

コースの設置

② 学校間連携・授業連携の推進 重

点

１
●市立高校単位互換システムの構築、単位制の導入

校拡大

③ 学習成果を発表する機会の設定 重

点

２●学習成果を発表する事業の実施

（３）市高スタンダードの展開 

   （全校共通の取組） 

① 学校教育相談体制の充実（特別支援教育の充実） 重

点

３
●校内支援体制の充実、他校履修による弾力的な 

単位認定

② 進路探究学習の充実 

●総合的な探究学習プログラムの調査研究

③ 国際理解教育の充実 

●グローバル人材育成学習プログラムの調査研究

（４）教員の資質・能力の向上 
① 教員の授業力向上のための研修体制の充実 

●アクティブ・ラーニングを取り入れた授業等に関する研修の充実

（５）特色ある学びを支える環境

   の充実 

① 学校規模適正化に伴う教育充実 

●平成32・33年度での合計4学級程度の削減、 

教育充実に向けた環境整備

（１）地域資源を生かした教育の

   展開 

① 地域や企業、大学等と連携した教育の充実 

●大学や企業等との連携教育、地域との協働による学校

運営の推進

（２）地域に貢献する人材の育成
① 地域の魅力や課題と結びつけた学習の推進 

●札幌を教材とした学びの実施

（１）広報活動の充実 

① 様々なメディア・機会を通じた広報活動の強化

●ソーシャル・ネットワーキング・サービス（SNS）等

を活用した生徒主体の情報発信

② 学校の広報活動を支援する組織体制の整備 重

点

４●「市立高校コンシェルジュ」による広報活動の支援

（２）外部との相互連携を進める

   仕組みづくり 

① 地域や企業等との相互連携の推進 

●大学や企業等との連携教育 〔再掲〕

② 学校と地域・企業等をつなぐ組織体制の整備 重

点

４●「市立高校コンシェルジュ」による外部連携の支援

４ 札幌市立高校教育改革実行プラン（第１期）の施策体系 

基本的方向性 基本施策 施策と主な事業・取組 

１ 生徒の個性や能力を伸ばす 

  質の高い教育の充実

２ 社会に開かれた教育活動の 

  推進

３ 学校の取組を支える仕組み 

  の構築

重
点
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５ 札幌市立高校教育改革実行プラン（第１期）における重点項目 

 市立高校の教育改革が目指す姿の実現に向けて、第 1期の5年間で特に力を入れていく四つの取組。

≪重点項目１≫ 学校間連携・授業連携の推進

・ 各学校が特色を伸ばし、その特色を他校と共有し、自校以外の特色ある科目等に興味・関心のある生

徒の他校での履修を可能にする、学校間連携の仕組みを構築。 

・ 複数の学校が連携し合同で開講している科目につき、取組の成果を市立高校間で共有し、取組を拡充。

≪重点項目2≫ 学習成果を発表する機会の設定

・ 生徒の学習意欲の向上や主体的な学びを促すとともに、各学校の取組を発信し市立高校間、小・中学

生や保護者などを含めた市民全体の情報共有の機会として、学習成果の発表大会等を実施。 

・ 大会期間に合わせて、地下歩行空間などで各学校の取組等を広報。

≪重点項目３≫ 学校教育相談体制の充実（特別支援教育の充実）

・ 学校生活や対人関係など様々な要因により、学びに悩みを抱える生徒を支援するため、校内の支援体

制を充実。 

・ 他校での履修を自校の単位として認定する仕組みの構築や通級指導教室の開設などにより、多様な学

びの場を整備

≪重点項目４≫ 学校の取組を支援する組織体制の整備 
（学校の広報活動を支援する組織体制の整備、学校と地域・企業等をつなぐ組織体制の整備）

・ 市立高校の取組を支える体制（市立高校コンシェルジュ）を整備し、各学校のニーズに応じて、広報

活動や外部人材の活用などを支援。

６ 学校規模の適正化 

・ 中学校卒業者数は、今後も総じて減少する見込みです。これまで、生徒の減少状況や進路動向などの地域

性を踏まえ、北海道教育委員会と協調し、市立高校も学級削減を行ってきました。今後についても、生徒の

減少状況などを踏まえ、北海道立の高校とともに、市立高校も学級削減を行う必要があります。 

・ 平成 32・33年度に生徒の大幅な減少が見込まれることから、市立高校で学級削減を行います。 

 ・ 学級削減を行う学校及び削減数については、札幌南部（中央・豊平・南エリア、白石・厚別・清田エリア）

で生徒の減少が大きいため、この地域の学校で合計4学級程度の削減を行います。 

 ・ 学校規模の縮小により生じる施設の余剰等を活用し、少人数での授業の実施など、教育内容の充実を図り

ます。 

≪参考：札幌市・石狩市・当別町・新篠津村（旧石狩第1～第5学区）の中学校卒業者数推計値≫

Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 

生徒数 16,550 16,428 16,308 15,740 15,482 15,933 16,011 16,378 16,064

増 減 － ▲122 ▲120 ▲568 ▲258 451 78 367 ▲314

＜資料＞北海道教育委員会 
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７ 方針の推進と進行管理 

(1) 事業実施の基本的な考え方

  ・ 実行プランにおける位置づけや重要度などに応じて、段階的に事業を実施します。 

(2) 推進体制

  ・ 各学校と教育委員会が一体となり、市関係局や国・北海道など関係機関と連携して事業を展開します。 

  ・ 地域や企業、大学等の教育機関、ＮＰＯ組織など多様な主体の参画を得て、更なる教育の充実を目指し

ます。 

(3) 進行管理

  ・ ＰＤＣＡサイクル（Plan：計画－Do：実施－Check：評価－Action：改善）の考え方に基づき、教育

委員会と各学校が連携し、成果や課題の評価・検証を行います。 

  ・ 成果指標を設定し、事業の成果を客観的に検証し、必要に応じて事業内容の変更や追加を行います。 

(4) 成果指標一覧

成 果 指 標 現状値 目標値（H33） 

市立高校の教育に満足している生徒の割合 79.4％（Ｈ27） 85.0％

外部人材等の授業を今後も受けたいと考えている生徒の割合 86.3％（Ｈ27） 92.0％

市立高校の特色ある取組を今後も続けてほしいと考えている市民の割合 75.5％（Ｈ23） 85.0％


